
《気楽にご連絡を！》

フ ァ イ ン バ ブ ル 技 術 開 発 、 お 困 り で は な い で す か ？
ファインバブル技術開発を始めたい⽅、すでに技術開発を⾏っているが事業化に向けて
ご苦労されている⽅、まずはお問い合わせください。各種ご相談にお応えいたします。

注 ⽬

泡をつくる 泡を評価する 泡を利⽤する

従来技術の課題を解決し、新たな⽤途

に展開できる新技術の発⽣装置を考案

ファインバブルの同定、気泡の動態の
可視化、流体シミュレーション解析等

ファインバブル活⽤のためには、⽤途に応じた

サイエンスに基づくソリューション開発が重要

五 島 � 崇 � (G O S H IM A � T a k a s h i )

お 問 い 合 わ せ は こ ち ら

tgoshima@cen.kagoshima-u.ac.jp
〒 8 9 0 -0 0 6 5

⿅ 児 島 県 ⿅ 児 島 市 郡 元 １ − ２ １ − ４ ０

⼯ 学 部 化 学 ⼯ 学 棟

市 電 唐 湊 駅 徒 歩 3 分

検 索

共同研究や研究指導を承ります

⼩さな泡が産業を変える!

∼調製、評価、利⽤∼

国 ⽴ ⼤ 学 法 ⼈ ⿅ 児 島 ⼤ 学
⼯ 学 部 先 進 ⼯ 学 科 化 学 ⼯ 学 プ ロ グ ラ ム
流 体 デ バ イ ス 設 計 研 究 室

職名：准教授
研究分野：気泡工学、流動層工学、マイクロ流体工学
特許：登録9件(特許第6755035号,  第6863609号,    

   第6954598号, US11110414, 第6985719号, 第7094026号,   
　　 第7304620号, 第7545681号, 第7544389号)
共同研究(累計)：7件(2024年9月現在)

地域産業活性化に向けたファインバブル技術推進



■おもな研究内容 ～ファインバブル(FB)発生器の開発～

■共同研究・特許などアピールポイント

●特許(登録)9件、共同研究7件(2024年11月現在)
●開発したFB発生方式は代表的な加圧溶解式から

エジェクター式、多孔膜式など10種類以上
●FB発生器の設計を軸に、気泡生成メカニズムの

解明、気泡の特性や特徴の評価、および産業利用
に向けた基礎検討にいたる総合的なFB研究
https://seeds.krcc.kagoshima-u.ac.jp/seeds_
info/pdf/5-Wt-goshima-eng-SDGs9.pdf

専門分野 流体デバイス設計

キーワード 気泡・液滴・微粒子分散、ファインバブル発生器、マイクロフローシステム

製造装置小さな泡で産業に挑む！

ファインバブル(FB)技術は、医療、環境保全、農業、食品加工など多岐にわたる分野での活用が始
まっているが、その機能を発現し多様なニーズに応えるには、カスタマイズ可能なFB発生器の設計
を中心に据え、柔軟なソリューションを提供するための基盤技術の開発が重要となる。生成気泡径、
個数密度、気体や液体の種類や気体溶解特性などを自在に調整できる発生器の設計・製作をおこない、
ユーザーの用途やプロセスに最適化したFBを提供する先進的設計手法の持続的構築を目的とする。

研究の背景および目的

FBの活用には目的・用途に応じて泡を科学的観点にもとづき制御する技術が必要です。カスタマイ
ズ可能なFB発生器の設計を図ることで、これまでに有価物の分離回収、機能性材料の合成等へ活用
する技術開発をおこなってきました。鹿児島県との共同研究では赤潮防除剤の駆除能を飛躍的に向上
させることにも成功しました！パートナー企業とはFB技術を化学プロセスへ高度に利用するための
技術開発を進めており、今後、陸上養殖、水処理や化合物合成など幅広い用途へ展開していく。

期待される効果・応用分野

研究テーマ ●カスタマイズ自在なファインバブルソリューション設計

理工学研究科（工学系）・化学工学プログラム 准教授 五島 崇

https://ris.kuas.kagoshima-u.ac.jp/html/100005671_ja.html

泡を作る 泡を評価する 泡を利用する
赤潮駆除油水分離

材料合成抽出

生育

洗浄etc…

国立大学法人鹿児島大学
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